
京丹後市会議員選挙の結果について

一、京丹後市議選挙が4月27日投票でおこなわれました。定数24人に27人が立候補する少数激戦のもと、

日本共産党の松田せいけい、森まさる、平林ちえみ、田中くにおの4人全員が当選し、定数6減のもと

1議席増を果すことができ、議席占有率は10％から16.７％へ大幅に前進しました。また、得票数は投

票率がさがったもとで、6人立候補した前回の1.19倍（９１２票増）、０７年参院比例票の１．２９

倍の5657票を獲得し、得票率は１４．６１％で前回より3・６４％伸ばしました。

市民のみなさんの大きなご支持とご支援に心から感謝申し上げます。

一、今回の選挙は合併後2度目の選挙、後期高齢者医療制度への大きな怒りと、「合併しても何もよい

ことがなかった」、「国いいなりの悪政押し付けで、ますます丹後がさびれていく」、「命と暮らし

をなんとかしてほしい」という市民の切実な願いがいたるところで湧き上がりました。

日本共産党の4候補は市民の願いにこたえ、後期高齢者医療制度の中止と独自支援策、国保税の引

き下げ、子どもの医療費の拡充、市の仕事は地元業者へなど暮らしを優先する政策と、市民の願いを

シッカリ議会に届け、ハッキリものを言う党の議席の値打ちを訴え選挙戦をたたかい、共感と支持を

広げました。

相手候補は、切実な願いにこたえる政策もなく、地域代表の押し付けや、親戚、知人のつながりで

の締め付け選挙を展開しました。

一、今回の選挙では、自公政治への怒りの声が多くの保守や無党派の方々から４人の候補者へ寄せられ

たのも大きな特徴でした。久美浜町と網野町では引退する２人の無所属市議が応援演説や激励にたた

れました。峰山町や弥栄町などでも保守の方が支持の声を寄せてくれました。また後期高齢者医療制

度中止の署名は、驚くような方々が広げ、集めていただくことが出来ました。

一、今後、議席数、得票数、得票率の３つで前

進し、大きくなった党議席の力をフルに発揮

し、市民のみなさんと共同を広げ、掲げた公

約実現に全力を尽くす決意です。

みんさんのいっそうのご支援を心からお願

いするものです。
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京丹後民報
日本共産党丹後地区委員会

京丹後市長選挙の結果について

◎４月２７日投票の京丹後市長選挙で、新しい京丹後市をつくる会
の石井内海候補は、６９４２票、得票率１８．１％を獲得し、善
戦・健闘しましたが、勝利することができ ませんでした。
京丹後市民のみなさんのあたたかいご支持とご支援に心からお

礼申し上げます。また、「会」・構成員のみなさんの大奮闘、全
府内のみなさんの力強いご支援に感謝いたし ます。

◎今回の市長選挙は、６町合併から４年間の中山市政が、いのちと
暮らし、まちを壊す「行財政改革」を押しつけ、市民のなかから
「合併してもえぇことなかった」、「この暮らしなんとかしてほ
しい」などの悲鳴があがるもとでたたかわれました。また、「後
期高齢者医療制度」への怒りがわきおこるなかで、「総じてより
よい医療が受けられる」と議会で答弁する現市政に、地方自治体
とその首長のあり方が鋭く問われる選挙戦となり、市政の「転換
か継続か」が焦点にたたかわれました。
石井候補と「会」は、市民アンケートなどに示された市民の切

実な要求にもとづき、マニフェストで、暮らしと地域医療の充実、
仕事おこし、まちづくりを訴えて、選挙戦をたたかい、共感をひ
ろげました。

◎現職候補は、多数の自殺者がでるなど「もう、暮らしていけない」
の悲鳴にこたえるこ となく、不況対策予算はゼロ。その一方、
地元業者への発注を激減させ、２４億円もかける森本工業団地造
成事業を実績として自慢し、市職員は「営業マンとなれ」と演説
するなど、地方自治体を「株式会社」化する驚くべき「構造改革」
路線を打ち上げ、市民の怒りをよびました。
与党市議候補は、「合併の効果をあげる」と、「構造改革」の

スピードを競うことを公約するなど、現市政に対する市民の批判
をそらしました。

◎残念ながら、選挙戦に勝利することはできませんでしたが、前回
から投票率が６．７９ポイント下がったもとで、得票を１．１２
倍、７７２票増、得票率で３．６４ポイントのばしたことは、現
市政にたいする厳しい批判であり、市政を動かすたしかな力とな
るものと確信するものです。
同時に、雪辱を期して、市政転換を実現するうえでなにが必要

かを、みなさんのご意 見もおうかがいし、総括を深めていきま
す。
私たちは、今後市民の暮らしを守り、市政をただすために、石

井候補の掲げたマニフェストの実現と、市政転換への決意をあら
たにするものです。
みなさんのいっそうのご支援をこころからお願いするものです。

早速、街頭から宣伝する４名の市議団と吉田さゆみ５区代表、２８日峰山町→


